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鬼
怒
川
は
、
当
事
務
所
管
理
区
間
に
お
い

て
、
勝
瓜
頭
首
工
、
水
海
道
床
止
、
石
下
床
止
、

鎌
庭
第
一
床
止
で
遡
上
阻
害
が
確
認
さ
れ
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
、
下
流
部
か
ら
順
に
魚

道
の
改
良
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
、
農
林
水

産
省
が
実
施
す
る
頭
首
工
護
床
工
改
修
工
事

と
連
携
し
、
勝
瓜
頭
首
工
の
魚
道
改
良
の
た

め
の
工
事
を
施
工
中
で
す
。

「
フ
ジ
バ
カ
マ
」
を
守
る
た
め

伐
採
木
活
用
の
看
板
設
置

鬼
怒
川
の
魚
類
調
査
実
施
中

私
た
ち
の
鬼
怒
川
・

小
貝
川
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
し
て
い
ま
す

小
貝
川
の
ふ
れ
あ
い
公
園
で

「
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
」
越
冬

下
館
河
川
事
務
所
で
は
鬼
怒
川
の
魚
類
の

遡
上
・
降
下
環
境
が
大
幅
に
改
善
さ
せ
る
た

め
、
床
止
め
や
堰
な
ど
の
魚
道
整
備
を
行
っ

た
り
、
そ
の
改
良
の
効
果
を
評
価
・
検
証
す

る
た
め
に
鮎
及
び
鮭
の
遡
上
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

直
轄
区
間
内
で
鮎
・
鮭
等
の
天
然
遡
上
・

降
下
が
可
能
と
な
り
、
河
川
環
境
の
縦
断
的

連
続
性
が
確
保
さ
れ
自
然
豊
か
な
鬼
怒
川
が

復
活
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

勝
瓜
頭
首
工
魚
道
整
備
工
事

「
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
」
を
守
る

宇
都
宮
市
柳
田
地
先
や
さ
く
ら
市
向
河
原

地
先
及
び
勝
山
城
趾
前
の
鬼
怒
川
河
川
敷
等

で
は
、
学
識
者
、
地
元
自
治
会
、
う
じ
い
え
自
然

に
親
し
む
会
、
押
上
水
神
会
な
ど
の
河
川
愛
護

団
体
、
学
生
の
皆
さ
ん
等
た
く
さ
ん
の
方
々
と

河
川
管
理
者
が
協
働
で
外
来
種
の
シ
ナ
ダ
レ

ス
ズ
メ
ガ
ヤ
の
抜
き
取
り
作
業
や
貴
重
種
の

種
ま
き
・
花
見
・
種
取
な
ど
、
年
間
を

通
し
て
絶
滅
危
惧
種
「
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
」

の
保
護
･
再
生
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

枯
れ
草
火
災
に
御
注
意
！

関
係
機
関
に
連
絡
を
！

｢

花
と
一
万
人
の
会｣

に
よ
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
今
年
で
六
回
目
を
迎
え
、
地
域
の
恒
例
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
点
灯
式

に
参
加
し
た
水
辺
の
楽
校
を
活
動
拠
点
と
し

て
い
る
青
龍
楽
校
少
年
団
約
五
十
名
や
保
護

者
の
方
々
等
は
、
鬼
怒
川
の
河
川
敷
が
美

し
い
光
に
包
ま
れ
た
光
景
を
堪
能
し
て

い
ま
し
た
。
皆
様
も
ぜ
ひ
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
さ
れ
た
鬼
怒
川
に
お
越
し
下
さ
い
。

今
年
も
鬼
怒
川
が

美
し
い
光
に
包
ま
れ
て
い
ま
す

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
日
（
土
）
下
妻

市
高
道
祖
地
先
の
小
貝
川
の
一
里
塚
付
近
で

下
妻
市
立
高
道
祖
小
学
校
の
生
徒
・
父
兄
･

先
生
が
「
フ
ジ
バ
カ
マ
」
を
ま
も
る
た
め
の
看

板
設
置
と
河
川
敷
内
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
看
板
設
置
に
は
、
小
貝
川
の
伐
採

木
が
有
効
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
妻
市
比
毛
地
先
の
小
貝
川
ふ
れ
あ
い
公

園
上
流
部
の
コ
ア
ー
ゾ
ー
ン
付
近
で
「
国
蝶
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼
虫
の
越
冬
観
察
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
日

（
木
）
に
下
妻
市
内
の
小
学
生
約
二
百
名
が
、

十
二
月
四
日
（
土
）
に
は
下
妻
市
在
住
の
親
子

が
参
加
し
、
河
川
敷
に
あ
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

の
森
の
散
策
路
付
近
の
エ
ノ
キ
の
落
ち
葉
で

｢

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼
虫
」
が
越
冬
し
て
い
る

状
況
を
熱
心
に
観
察
し
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
小
貝
川
の
概
要
説
明

を
聞
き
、
同
日
行
わ
れ
た
河
川
敷
内
の
ク

リ
ー
ン
作
戦
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

冬
は
、
地
域
の
行
事
と
し
て
ど
ん
ど
焼
き

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

河
川
で
行
う
野
焼
き
等
の
行
為
は
、
一
部

の
例
外
を
除
い
て
、
個
人
で
は
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為
を
行
う
時
は

最
寄
り
の
消
防
署
・
自
治
体
・
出
張
所
等
に

連
絡
し
て
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
河
川
に
風
が
吹
き
抜
け
ま

す
。
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、
ゴ
ミ
や
た
ば

こ
の
投
げ
捨
て
な
ど
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

枯
れ
草
火
災
な
ど
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ

に
最
寄
り
の
消
防
署
等
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

フジバカマは秋の七草の一つで、

かつては日本の各地の河原など

に群生していましたが、今は数が

減り環境省のレッドリストでは準

絶滅危惧種に指定されています。

落ち葉の中の

幼虫を観察

小
貝
川
は
、
国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
食
草
と
な

る
ク
ヌ
ギ
や
エ
ノ
キ
の
群
落
や
、
フ
ジ
バ
カ
マ
や
キ

タ
ミ
ソ
ウ
の
絶
滅
危
惧
種
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
希
少
種
が
生
育
す
る
自
然
の
宝
庫
で
す
。

鬼
怒
川
は
、
ア
ユ
、
サ
ケ
が
遡
上
す
る
河
川
と
し

て
有
名
で
す
。
ま
た
、
上
流
域
で
は
、
礫
河
原
特
有

の
カ
ワ
ラ
ハ
ハ
コ
や
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
な
ど
貴
重
な
植

物
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
九
（
日
）
か
ら

鬼
怒
川
河
川
敷
の
水
辺
の
楽
校(

下
妻
市

鎌
庭
地
先)

で
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
中
で
す
。

農林水産省と連携して

勝瓜頭首工周辺で大規模工事中です

工事用車両通行等にご注意ください！

カワラノギク

保全地視察

寺
畑
築
堤
工
事

平
沼(

上)

築
堤
工
事

施
工
中
で
す

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
洪
水
の
浸
水
を
防

ぐ
た
め
に
、
堤
防
を
強
化
す
る
た
め
の
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
小
貝
川
で
は
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
各
地
先
で
左
記
の
工
事
を
施
工
中
で
す
。

○
寺
畑
築
堤
工
事

水
海
道
出
張
所
管
内

(

つ
く
ば
み
ら
い
市
寺
畑
地
先)

伊
奈
橋
上
流
側

○
平
沼
（
上
）
築
堤
工
事

藤
代
道
出
張
所
管
内

(

つ
く
ば
み
ら
い
市
杉
下
地
先)

伊
奈
橋
下
流
側

河
川
の
工
事
に

あ
た
り
、
堤
防
の

上
の
道
路
の
通
行

止
や
工
事
車
両
の

通
行
な
ど
地
域
や

寺畑築堤工事

カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク

フ
ジ
バ
カ
マ

みんなで看板設置

河
川
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
に
は
、
ご
不

便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
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エ
ノ
キ
の
群
落
や
、
フ
ジ
バ
カ
マ
や
キ

タ
ミ
ソ
ウ
の
絶
滅
危
惧
種
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
希
少
種
が
生
育
す
る
自
然
の
宝
庫
で
す
。

鬼
怒
川
は
、
ア
ユ
、
サ
ケ
が
遡
上
す
る
河
川
と
し

て
有
名
で
す
。
ま
た
、
上
流
域
で
は
、
礫
河
原
特
有

の
カ
ワ
ラ
ハ
ハ
コ
や
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
な
ど
貴
重
な
植

物
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
九
（
日
）
か
ら

鬼
怒
川
河
川
敷
の
水
辺
の
楽
校(

下
妻
市

鎌
庭
地
先)

で
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
点
灯
中
で
す
。

農林水産省と連携して

勝瓜頭首工周辺で大規模工事中です

工事用車両通行等にご注意ください！

カワラノギク

保全地視察

寺
畑
築
堤
工
事

平
沼(

上)

築
堤
工
事

施
工
中
で
す

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
洪
水
の
浸
水
を
防

ぐ
た
め
に
、
堤
防
を
強
化
す
る
た
め
の
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
小
貝
川
で
は
、
つ
く
ば
み
ら

い
市
各
地
先
で
左
記
の
工
事
を
施
工
中
で
す
。

○
寺
畑
築
堤
工
事

水
海
道
出
張
所
管
内

(

つ
く
ば
み
ら
い
市
寺
畑
地
先)

伊
奈
橋
上
流
側

○
平
沼
（
上
）
築
堤
工
事

藤
代
道
出
張
所
管
内

(

つ
く
ば
み
ら
い
市
杉
下
地
先)

伊
奈
橋
下
流
側

河
川
の
工
事
に

あ
た
り
、
堤
防
の

上
の
道
路
の
通
行

止
や
工
事
車
両
の

通
行
な
ど
地
域
や

寺畑築堤工事

カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク

フ
ジ
バ
カ
マ

みんなで看板設置

河
川
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
に
は
、
ご
不

便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

受信機

発信器

12.19～1.9点灯予定


